
事 業 名 上川地区 室  名 農山漁村室
工 期 1,030 百万円 （負担率：県65：他35）
下段：当初） 600 百万円 （負担率：県65：他35）

 当初計画時の事業内容は、次のとおりでした。
①道路工 2,600m ②舗装工 14,300㎡

①Ｈ６年度事業着手時には、測量設計を実施しました。
②Ｈ７年度から工事に着手し、並行して用地買収を行い現在に至っています。
③これまで９１％完了し、残事業費は９％となっています。
④今後は、用地を確保しＨ１７年には全体計画を完了する見込みです。

（１）全体計画の変更

①道路工 2,540m（60m減） ②舗装工 17,993㎡（3,693㎡増）

（２）周辺環境の変化

（３）財政状況の変化

下段：当初）

事 業 主 体 の 再 評 価 結 果

本県の厳しい財政状況によって進捗が伸び悩む傾向にあります。このため、さらにコスト
縮減を進めることとしています。

  用地買収において、鑑定評価の結果用地買収単価が増額したことと、路床改良及び河川の
付け替えを行った結果、事業費の増を行いました。

再 評 価 書

３ 事業を巡る社会経済状況等の変化

２ 事業の進捗状況と今後の見込み

１ 再評価を行った理由

地区名ふるさと農道整備事業
平成６年～１７年
平成６年～ ９年

全体事業費
事業概要

   本地区の受益地である松阪市上川町、同山添町はほ場整備もほぼ完了していますが、両集落
を結ぶ道路は山沿いを這うような蛇行した幅員２ｍ程度の未舗装道路が存在するのみでした。
このため農業用施設（ライスセンター）への流通に支障をきたしていました。また、松阪市に
おいて総合運動公園が山添町にて計画されていました。このため農業用施設への流通の改善を
図るとともに総合運動公園へのアクセス機能を目的として平成６年度において事業計画期間４
年間、全体事業費６００百万円として県営ふるさと農道整備事業を計画しました。

また、工期については当初、平成９年度までとしていましたが、用地買収に多大な日時を
要したことや、地元調整、他機関との調整に日時を要したため計画期間の延長を行いました。

 一方、計画道路に隣接して松阪市最終処分場が建設、供用開始され本農道の利用に期待が寄
せられています。また、本農道に隣接して実施されている松阪市総合運動公園は平成９年に着
手され、完成供用に向け現在進行中です。

このことにより、全体事業費１，０３０百万円（４３０百万円増）、計画期間１１年間
（８年間増）として全体計画を変更しました。

事 業 目 的 及 び 内 容

 起点である県道御麻生薗豊原線のＪＲ高架の完成、国道４２号松阪バイパスの工事着手等が
進められています。

事業採択後、一定期間が経過し、なお継続中ですので三重県公共事業再評価実施要綱第２条
に基づき 再評価を行いました。



４ 事業採択時の費用対効果分析の要因の変化、地元の意向の変化等

４－１ 費用対効果分析

       
  平成１５年度に費用対効果の算出を行いました。
その結果、便益１９．３２億円、費用１２．４０億円、費用対効果１．５６となりました。

４－２ 地元の意向

５ コスト縮減の可能性や代替案立案の可能性

５－１ コスト縮減

５－２ 代替案

三重県公共事業再評価実施要綱第３条の視点を踏まえて再評価を行った結果、同要綱第５条
第１項に該当すると判断されるため当事業を継続したいと考えています。

再 評 価 の 経 緯

事 業 主 体 の 対 応 方 法

 また、本農道に隣接して櫛田上地区 経営体育成基盤整備事業（ほ場整備）が実施されてお
り、農地の高度利用に期待が寄せられています。

本地区については、用地買収、路体工事ともほぼ完了しおり、来年度事業完了の予定である
ため現計画が妥当であると判断しています。

山添町方面からライスセンター等の農業施設、又市民センター、ワークセンター等松阪市
の施設への経路は、幅員も狭く交通量の多い県道松阪環状線を迂回しています。このため、農
業関係の輸送路及び松阪市街方向へのアクセス道路としての利用が期待され、地元からは早期
完成が望まれています。

再生砕石、再生アスファルトの利用をはじめ、県営ほ場整備事業や茅広江地区中山間事業
（生産）ほ場整備広瀬工区と連携を図り残土の一部を床上げ土に使用することによりコストの
縮減に努めてきており、現時点で６．２％、６８百万円の縮減を図っています。

本計画事業は採択時においては費用対効果を算出していません。


